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２
月
２８
日
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
４
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）
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最
終
回
と
な
り
ま
し
た

『
税
金
の
歴
史
』
で
す
。

記
憶
に
新
し
い
昭
和
の
終

わ
り
か
ら
現
在
ま
で
を
お

話
し
ま
す
。

昭
和
６２
年
か
ら
６３
年
に
か
け
て
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
や
国
際
化
の
動
き
な
ど
社
会
・
経
済
の
変

化
に
合
わ
せ
た
抜
本
的
な
税
制
改
革
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
は
、
所
得
・
消
費
・
資
産
の
間
で
バ
ラ

ン
ス
良
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
税
制
を

構
築
す
る
目
的
で
、
所
得
税
の
減
税
や
消
費
税
の

導
入
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
か
ら
は
、
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の

制
度
減
税
が
実
施
さ
れ
る
一
方
で
、
平
成
９
年
４

月
に
は
、
消
費
税
が
導
入
当
初（
平
成
元
年
４
月
）

の
３
％
か
ら
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

お
わ
り

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寛
政
５
年（
１
４
６
４
）、
後

に
大
本
山
本
圀
寺
１０
世
と
な
っ

じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
に
ち
え
ん

た
成
就
院
日
圓
上
人
が
、
天

台
密
教
の
道
場
を
法
華
に
改
宗

し
て
開
山
し
た
と
伝
わ
り
、
江

さ
ん
し
ゅ
う
め
い
せ
き

戸
時
代
の
地
誌『
山
州
名
跡

し志
』
に
は
「
古
の
中
堂
寺
」
と

記
述
さ
れ
る
。

「
天
文
法
華
の
乱
」（
１
５
３

６
年
。
当
時
、
洛
中
に
強
盛
し

た
法
華
衆
と
叡
山
衆
徒
ら
が
争

い
、
法
華
寺
院
が
焼
討
ち
に
あ

っ
た
）
と
「
天
明
の
大
火
」（
１

７
８
８
年
）
で
焼
失
す
る
も
、

そ
の
度
に
復
興
さ
れ
、
現
在
の

本
堂
な
ど
は
天
保
年
間
に
再
建

さ
れ
た
も
の
。

妙
見
堂
に
祀
ら
れ
る
北
辰
妙

見
大
菩
薩
は
、
申
の
方
位
の
妙

見
さ
ん
と
し
て
「
洛
陽
十
二
支

妙
見
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

江
戸
の
こ
ろ
か
ら
人
々
に
「
島

原
の
妙
見
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ

て
篤
い
信
仰
を
集
め
る
。

ま
た
、
本
堂
内
に
祀
ら
れ
る

大
黒
天
は
伝
教
大
師
（
最
澄
）

の
作
と
も
伝
わ
り
、
風
を
切
っ

て
走
る
よ
う
な
姿
か
ら
「
走
り

大
黒
天
」
と
呼
ば
れ
、
福
を
早

く
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
大
黒

様
と
し
て
知
ら
れ
る
。

な
お
、
境
内
に
そ
び
え
る
ク

ス
ノ
キ
は「
区
民
の
誇
り
の
木
」

に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
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�
じ うん じ
慈雲寺（下松屋町通五条下る）

島
原
の
妙
見
さ
ん

妻のパート収入と市府民税

市税に対するさまざまな疑問について、下京太郎
さん一家を通して考える新シリーズです。
初回は、太郎さんの妻みや子さんのパート収入に
対する市府民税のお話です。
Q．みや子さんは、近所のスーパーでのパート収入が、
昨年１年間で１０５万円ありました。みや子さん本人に

市府民税はかかるのか、夫の太郎
さんの配偶者控除や配偶者特別控
除の対象となるのかを心配しています。
A．次の表で説明します。この場合、表の太枠部分に
該当しますので、みや子さんご本人に市府民税がか
かります。また、夫の太郎さんの配偶者控除の対象
にはなりませんが、配偶者特別控除の対象となりま
す。

けすぞう君の防災 Q&A 目指せ�「安心・安全のまち」

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君

で
す
。

今
回
は
、
厳
し
い
寒
さ
の
中

で
行
わ
れ
た
年
始
恒
例
の
消
防

出
初
式
と
、
昨
年
１
年
間
の
下

京
区
に
お
け
る
火
災
発
生
状
況

を
お
話
し
ま
す
。

消防局では、放火火災から市民の皆さ
んの大切な生命や財産を守るために、過
去の放火火災を分析し、その対策を「放
火防止五カ条」にまとめ、実践を呼び掛
けています。皆さん一人一人はもとより、
地域ぐるみで実践し、放火されない環境
づくりを推進しましょう。
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石
野
の
白
味
噌

九
代
目

石
野

元
彦
さ
ん
（
格
致
）

新
年
を
祝
う
お
雑
煮
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
郷
土
色
豊
か
に
発

展
し
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
お
雑

煮
に
欠
か
せ
な
い
の
が
白
味
噌
で

す
。今

回
は
、
白
味
噌
の
老
舗
「
石

野
味
噌
」
の
九
代
目
当
主
で
あ
る

石
野
元
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

一
般
的
に
保
存
食
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
お
味
噌
で
す
が
、「
白

味
噌
は
保
存
食
で
は
な
い
の
で

す
。」と
石
野
さ
ん
に
ま
ず
教
わ
り

ま
し
た
。保
存
の
き
く
赤
味
噌
が
、

戦
に
明
け
暮
れ
る
武
将
た
ち
の
需

要
か
ら
生
ま
れ
た
の
に
対
し
て
、

平
安
時
代
の
華
や
か
な
王
朝
文
化

か
ら
生
ま
れ
た
白
味
噌
は
、
砂
糖

が
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
当
時
、

お
米
の
甘
さ
を
求
め
て
創
り
出
さ

れ
た
お
菓
子
に
近
い
も
の
が
起
源

と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
熟
成

型
の
赤
味
噌
に
対
し
て
、
白
味
噌

は
原
材
料
に
お
米
を
多
く
使
う
糖

化
型
で
熟
成
期
間
の
短
い
製
品
で

あ
り
、
保
存
が
き
か
な
い
た
め
大

量
生
産
に
向
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

原
材
料
の
風
味
が
そ
の
ま
ま
出
る

た
め
、
素
材
選
び
に
こ
だ
わ
り
ま

す
。天

明
元
年（
１
７
８
１
）に
こ
の

地
に
涌
き
出
る
銘
水「
石
井
筒
」を

使
っ
て
、
初
代
が
白
味
噌
を
造
り

始
め
て
か
ら
二
百
二
十
余
年
。
今

も
変
わ
る
こ
と
な
く
こ
の
銘
水
を

使
用
し
て
、
伝
承
の
白
味
噌
造
り

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
時
代
は
、
流
通
や
情
報

の
多
様
化
に
と
も
な
い
全
国
か
ら

増
え
続
け
る
需
要
に
応
え
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
伝
統

を
守
り
つ
つ
安
定
し
た
品
質
の
商

品
を
提
供
し
続
け
る
目
的
で
、
昭

和
４０
年
代
か
ら
設
備
の
近
代
化
に

も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
機
械
任
せ
に
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
、
日
に
よ
っ
て
変
化

す
る
気
温
や
湿
度
へ
の
対
応
や
、

製
造
過
程
ご
と
に
出
来
具
合
を
見

て
は
機
械
の
微
調
整
を
行
い
ま
す
。

更
に
は
、
最
も
重
要
な
米
麹
の
育

成
に
は
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て

臨
み
、
尽
力
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
々
の
判

断
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に

つ
け
る
に
は
３０
年
以
上
は
か
か
る

そ
う
で
、
石
野
さ
ん
は
、
ま
だ
ま

だ
勉
強
中
と
謙
虚
に
話
さ
れ
ま
す
。

「
白
味
噌
は
素
晴
ら
し
い
京
都

の
食
文
化
。
良
い
も
の
が
造
れ
る

量
は
越
え
ず
に
絶
や
す
こ
と
な
く

造
り
続
け
る
。
京
都
な
ら
白
味
噌

と
、
い
つ
ま
で
も
誰
に
で
も
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
次
の
世
代

へ
、
ま
た
そ
の
次
へ
と
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
使
命
で
す
。
お
雑
煮
や

お
味
噌
汁
だ
け
で
な
く
、
調
味
料

と
し
て
の
白
味
噌
の
さ
ま
ざ
ま
な

利
用
法
な
ど
も
提
案
し
て
い
き
た

い
。」と
お
っ
し
ゃ
る
石
野
さ
ん
。

今
後
と
も
、
伝
統
の
食
文
化
を
担

い
広
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

京都発祥の食文化
白味噌を伝える
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こ
こ
数
年
、
橋
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

の
道
路
施
設
へ
の
落
書
き
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
１
年
間
で
、
区
内
の
橋
で
２

か
所
、
道
路
施
設
で
１３
か
所
に
落
書
き
を

発
見
し
ま
し
た
。
心
な
い
落
書
き
が
、
ま

ち
の
景
観
を
台
無
し
に
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
落
書
き
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

南
部
土
木
事
務
所

（
�
６９１
・
３
１
５
８
）
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下
京
区
誕
生
１２０
周
年
を
記
念
し
て
、

梅
小
路
公
園
に
生
ま
れ
た
梅
の
散
策
路

『
梅
こ
み
ち
』。６
年
目
の
春
を
間
近
に
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
植
え
ら
れ
た
樹

木
も
し
っ
か
り
と
根
を
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
良
い
匂
い
と
と
も
に
花
を
ほ

こ

ち

こ
ろ
ば
せ
ま
す
。
東
風
が
吹
い
た
ら
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ますますエスカレートする悪徳商法や振
り込め詐欺。巧妙な手口から身を守る方法
などを学びます。安心安全な生活を送るた
めに、皆さんぜひご参加ください。
日時 ２月２３日（水）午後２時～
場所 下京区総合庁舎
４階会議室
主催 下京区生活安全
推進協議会
問合せ まちづくり推
進課（�３７１・７１７０）

申告の方法などわからないことに、
税理士が相談に応じます。（無料）

時間 いずれも午前１０時～正午・午後
１時～３時
問合せ 市民税課（�３７１・７１７２）また
は下京税務署（�３５１・９１６１）

下京老人福祉センターの『教養教室』は、
同世代の友達づくりや生きがいづくりのきっ
かけを見つけていただくことを目的としてい
ます。新しい出会いを通して、楽しく生きが
いのある生活を応援します。
皆さんのご応募をお待ちしています。

対象 市内在住の６０歳以上の方
費用 無料（ただし、教材費は実費負担）
申込み ２月２１日（月）～３月５日（土）に
センターへ来所して申込みください。
※各教室ごとに定員があるため、申込み多数
の場合は抽選となります。
問合せ 下京老人福祉センター（�３４１・１７３０）

日本古来の伝統手芸「京てまり」
は、昔は玩具として愛され、現在
は鑑賞用として、お祝いなどの贈
り物に大変喜ばれています。さま
ざまな色糸を組み合わせ、四季折々
の美しい模様を一針ずつかがって
可愛らしいてまりを作ります。

市では、重度障害のある方など
への在宅福祉施策として、日常生
活で常に特別の介護を必要とする
在宅の重度の重複障害のある方に、
次の手当を支給しています。

ただし、障害のある方などの前
年所得が一定額以上ある場合など
は支給されません。
特別障害者手当（２０歳以上）

月額２６，５２０円
障害児福祉手当（２０歳未満）

月額１４，４３０円
問合せ 支援課支援二係

（�３７１・７２１７）

世
界
に
誇
れ
る

美
し
い
ま
ち
京
都
を
目
指
し
て

ス
ト
ッ
プ
落落
書書
きき

自分を守る防犯教室

悪徳商法・
振り込め詐欺撃退

確定申告のご相談は
お近くの申告相談会場へ

申告は３月１５日までです

２５

（金）

２４

（木）

２２

（火）

２／２１

（月）

下京青少年活動

センター

８

（火）

３／７

（月）

１８

（金）

１７

（木）

２／１６

（水）

下京区総合庁舎

４階会議室

相 談 日会 場

特特別別障障害害者者手手当当
障障害害児児福福祉祉手手当当

をを支支給給ししてていいまますす

１７年４月
～２年間第２・４水曜日謡 曲 教 室

第１・３火曜日京てまり教室

１７年４月
～１年間

第１・３木曜日囲 碁 教 室

第１・３火曜日いけばな教室

第２・４火曜日大正琴教室

第１・３月曜日カラオケ教室

受講期間受 講 日教 室 名
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～初心者の方が対象です～
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新しい自分の発見が

配配偶偶者者特特別別控控除除がが
一一部部廃廃止止さされれままししたた

配偶者控除と合わせて適用され
る部分の配偶者特別控除が廃止さ
れました。平成１７年度分の市府民
税から、配偶者控除の適用を受け
る人は配偶者特別控除の適用を受
けられなくなりましたのでご注意
ください。
なお、６５歳以上の方は、前年の

所得が１２５万円（年金収入で２６６万
円）以下であれば、非課税となり
ますので、配偶者特別控除が一部
廃止されても市府民税がかかるこ
とはありません。しかし、前年の
所得が１２５万円を超えると、その所
得が所得控除（基礎控除、老年者
控除、社会保険料控除など）の合
計額を上回る場合に、その上回る
部分の所得金額を課税標準（税額
計算の基礎となる額）として、市
府民税がかかります。
問合せ 市民税課（�３７１・７１７２）

「安心・安全のまち」を目指し出初式
１月１１日、左京区岡崎の京都会館前で
京都市消防出初式が行われ、区内でも、
１月中に各消防分団の出初式が行われま
した。新年の行事にふさわしく、地元の
皆さんの前で消防団の力強い訓練などが
披露され、消防団と自主防災会などの地
域の団体が互いに協力して、今年１年の
無火災と「安心・安全のまち下京」を築
くことを決意も新たに誓い合いました。

下京区内の火災発生状況（平成１６年中）
区内では、平成１６年中に１４件の火災が
発生しました。平成１５年中の火災が１５件
でしたので前年から１件の減少となり、
平成に入ってからは、平成８年の８件に
次ぐ２番目に火災の少ない年となりまし
た。また、昨年中の火災原因は、グラフ

「放火防止五カ条」
	家の周りには、燃えやすい物を置
かないようにしましょう。

夜間、建物の周囲や駐車場は、照
明を点灯して明るくしましょう。
�空き家、物置にはカギをかけまし
ょう。
�車やバイクなどのボディカバーは、
燃えにくいものを使いましょう。
地域ぐるみで放火防止に取り組み
ましょう。

みやこ

備えあり� 京の誇りは 防火から
『春の火災予防運動』 ３月１日（火）～７日（月）

○�対象となる ×�対象とならない
××かかる１４１万円以上
○×かかる１０３万円超１４１万円未満
×○かかる１００万円超１０３万円以下
×○かからない１００万円以下

配偶者
特別控除

配偶者
控除

市府民税平成１６年中のパート収入

市税の市税の基礎知識基礎知識 Q&A市税の基礎知識 Q&A

放火 
5件 
36％ 

平成16年京都市内と下京区の火災発生状況 
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その他 119件 43％ 

暖房器具 1件 7％ 

天ぷらなべ 20件 7％ 暖房器具　21件 8％ 

たばこ 48件 18％ 

放火 64件 24％ 

その他 
4件　 

28％　  

天ぷらなべ 1件 7％ 

たばこ 
3件21％ 

N

五条通五条通 五条通五条通 

慈雲寺 
 

大
宮
通

大
宮
通
 

五条通五条通 下
松
屋
町
通

下
松
屋
町
通
 

五条通 

大
宮
通
 

下
松
屋
町
通
 

『
梅
こ
み
ち
』 

出
か
け
ま
せ
ん
か 

夢
さ
そ
う 

 

学んで

0
50

100

150

200

250

300

350

400

10

5

0

15

20

25

30

35

京都市内と区内の火災件数 件 

（　）内の数字
は、区内の火災
件数のうち、放
火（疑い含む）
の件数を表わし
ています。 

京都市内 
下京区内 

件 

下京区内 市内 11年 12年 13年 14年 15年 16年 

20 
（3） 

21 
（8） 

29 
（12） 

15 
（2） 

14 
（5） 

329 335 330 298 272326

32 
（15） 

にあるように、放火（疑いを含む）が一
昨年の２件から５件に増加し、京都市内
の傾向と同様に火災原因のトップを占め
ています。
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